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●貴船園ヘルパーステーション 
 TEL  (083)223-0263  FAX  (083)223-0276 

●貴船園居宅介護支援事業所 
 TEL  (083)223-0275 FAX  (083)223-0276 

●貴船園訪問看護ステーション 
 TEL  (083)223-0262 FAX (083)223-0276 

●特別養護老人ホーム 貴船園 
 TEL  (083)223-0261 FAX  (083)223-0271 

●貴船園ショートステイ 
 TEL  (083)223-0261 FAX  (083)223-0271 

●貴船園デイサービスセンター 
 TEL  (083)223-0265 FAX  (083)223-0271 

基本理念 

「救療済生」の精神に基づき、心のかよう質の
高い福祉を提供します 

１ 利用者の意思や人格を尊重し、利用者の 
   立場に立った福祉サービスを提供します 

２ 明るい笑顔と誠実な態度で接し、利用者や 
   家族が住みなれた地域の中で、安心して 
   生活できるよう支援します 

３ 一人ひとりが専門職としての倫理と誇りを 
   持ち、常に知識・技術の向上のため研鑽に 
   努めます 

４ 地域社会との連携を図り、地域とともに歩 
   む施設を目指します 

基本方針 

貴船町自治連合会・貴船福祉ケアセンター共催 

夏祭り・盆踊り大会を開催しました！ 

笑
顔
が
踊
る
夏
祭
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祭
り
は
、
心
踊
る
も
の
で
す
が
、
貴
船
の
夏
祭
り
は
格
別
で
し
た
。
何
よ

り
も
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
育
ま

れ
、
築
か
れ
て
き
た
、
心
温
ま
る
祭
り
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。 

 

常
日
頃
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
貴
船
町
自
治
連
合
会
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
平
家
踊
り
保
存
会
や
、
済
生
会
下
関
総
合
病
院
睦
会
等
の
皆
さ

ん
が
、
貴
船
福
祉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
一
体
と
な
っ
て
、
楽
し
い
催
し
を
企
画
、

運
営
さ
れ
、
そ
し
て
、
こ
の
夏
祭
り
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
、
祭

り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
を
楽
し
み
に
さ
れ
、
ま
た
、

心
か
ら
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
様
子
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
、

夏
バ
テ
解
消
の
、
笑
顔
・
元
気
入
り
の
、
と
っ
て
お
き
の
栄
養
剤
を
い
た
だ

い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

い
つ
も
思
う
の
で
す
が
、
楽
し
い
時
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
す

ね
。
で
も
、
祭
り
の
後
に
感
じ
る
寂
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
笑
顔
、

も
ら
っ
た
元
気
が
、
大
き
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
貴
船
の
夏

祭
り
が
地
域
の
大
き
な
元
気
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

木村進支部長（前列真ん中）と職員 

 ８月８日（土曜日）貴船園夏祭り・盆踊り大会は貴船町自治連合会の皆様や平家踊り保存会
の皆様、多くのボランティアの皆様方のご協力により盛大に開催することができました。心よ
り感謝申し上げます。また、地元出身の林芳正農林水産大臣や4月に就任された山口県済生会
木村支部長も来園され、入所者、職員は力強いパワーを頂き、最高の夏祭りとなりました。 

林農林水産大臣と奥様 



夏
祭
り
で
絆 

 
 

 
 

 
ニ
ュ
ー
貴
船
自
治
会
長 

田
中
英
行 

 
  

恒
例
の
貴
船
園
夏
祭
り
・
盆
踊
り
大
会
は
、
立

秋
の
翌
日
と
は
言
え
猛
暑
の
中
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
入
所
者
の
皆
さ
ん
、
貴
船
園
及
び
済
生

会
病
院
職
員
の
方
々
、
地
域
の
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
、
平
家
踊
り
保
存
会
の
皆
様
等
地

域
と
一
体
と
な
り
例
年
に
増
し
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
貴
船
園
の
皆
様
始
め
運
営
に
携
わ
れ
た

方
々
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

盆
踊
り
で
は
手
拍
子
を
取
り
な
が
ら
に
こ
や
か

な
顔
で
、
観
覧
さ
れ
て
お
ら
れ
る
入
所
者
の
皆
さ

ん
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
楽
し
く
お
過
ご
し
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま

す
。
浴
衣
姿
の
親
子
連
れ
さ
ん
、
多
く
の
子
供
達

も
元
気
よ
く
楽
し
く
ふ
れ
あ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
絆
も
一
層
深
ま
っ
た
ひ
と
時
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。 

 

貴
船
園
の
益
々
の
発
展
と
貴
船
地
区
住
民
が
何

か
に
つ
れ
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
あ
い
、
手
を
携

え
、
明
る
く
支
え
合
う
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
繋

が
る
こ
の
夏
祭
り
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
を
念

願
致
し
ま
す
。 

田中英行自治会長（右端） 
貴船町自治連合会の皆様 
 

林芳正農林水産大臣 

林英介貴船町自治連合会会長 

古屋和利家族会会長 

林大臣と貴船町自治連合会と職員 

馬関連平家踊り保存会の皆様 

老人大学・はまゆう会・ボランティアの皆様 

利用者様も車椅子で踊りの輪に参加しています。 



素
晴
ら
し
い
花
火 

 
 

う
し
ろ
だ
工
房
施
設
長 

長
廣
め
い
こ 

 

「
ぱ
ー
ん
」
「
わ
ー
い
」
歓
声
が
あ
が
っ
た
、

暑
い
夜
空
に
花
火
が
上
が
り
、
お
祭
り
ム
ー
ド

が
最
高
潮
に
な
り
ま
し
た
。
暑
さ
も
吹
き
飛
ぶ

楽
し
い
「
演
出
」
し
ば
し
み
と
れ
ま
し
た
。 

 

私
ど
も
、
う
し
ろ
だ
工
房
は
、
毎
年
貴
船
園

祭
り
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
焼
き
菓

子
販
売
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
工
房
の

場
所
は
忠
霊
塔
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
二
十
二

人
通
所
の
「
福
祉
作
業
所
」
で
す
。
三
障
害
あ

る
利
用
者
さ
ん
の
「
就
労
」
の
場
所
で
す
。
お

祭
り
で
は
、
大
好
き
な
「
平
家
太
鼓
、
平
家
音

頭
」
に
あ
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。
地
域
の
小
さ

い
お
客
様
用
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
で
目
も
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

縁
日
気
分
は
「
か
き
氷
」
「
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
」
「
や
き
そ
ば
」
保
護
者
の
方
と
出
店
見
学
。

お
腹
も
心
も
「
大
満
足
」
素
晴
ら
し
い
夏
の
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
お
疲
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
様
に
『
う
し
ろ
だ
工
房
が
見
守
っ

て
い
た
だ
き
』
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

済
生
会
貴
船
福
祉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

盆
踊
り
大
会
に
参
加
し
て 

 
 

 

済
生
会
下
関
総
合
病
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

看
護
部 

む
つ
み
会 

 
 

 

こ
の
度
、
貴
船
園
盆
踊
り
大
会
に
看
護
部

む
つ
み
会
よ
り
二
十
三
名
が
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
提
灯
の
飾
り
つ
け
や
焼
き
鳥
、

か
き
氷
等
露
天
が
並
び
、
最
後
は
打
ち
上
げ

花
火
も
あ
が
り
感
動
し
ま
し
た
。
平
家
踊
り

の
歌
と
太
鼓
が
始
ま
る
と
、
口
数
の
少
な

か
っ
た
方
も
歌
を
歌
い
始
め
た
り
、
私
達
と

一
緒
に
踊
っ
た
り
、
車
椅
子
で
踊
り
の
輪
に

入
る
な
ど
、
笑
顔
が
見
ら
れ
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
入
所

さ
れ
て
い
る
方
の
ご
家
族
や
地
域
の
方
も
多

く
参
加
さ
れ
、
地
域
に
密
着
し
た
施
設
の
様

子
が
伺
え
ま
し
た
。 

 

今
回
、
盆
踊
り
大
会
に
参
加
し
、
入
所
者

様
、
職
員
の
方
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
個
別

性
の
あ
る
看
護
や
地
域
に
帰
ら
れ
る
患
者
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援
を
し
て
い
き
た

い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

木村進支部長とむつみ会の皆様 

うしろだ工房の皆様 

ショートステイ利用者とむつみ会様 
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宮川 スミ子様  99歳 
みやがわ   

 今回話を聞かせていただき、洋子さんの母親に対する愛情を感じること
が出来ました。これからも、毎日の生活を元気に過ごすことが出来ますよ
うに職員一同お手伝いさせていただきます。 
 宮川スミ子さん、洋子さんありがとうございました。 
 

 「母は9人兄弟の8番目3女として生まれ、妹が生まれるまでの7年間、
末っ子として父親方の祖母に溺愛されて育ちました。学校を卒業してから
は、一番上の姉の嫁ぎ先に行儀見習かたがた手伝いをしながら和裁、編み
物等花嫁修業していたようです。 
 
 昭和17年２月に結婚され３人の子供を授かってからも兄弟、姉妹に守ら
れ安穏に暮らしていたと思います。昭和20年に戦災のため家をはじめ、ほ
とんどのものを失ってからは、どなたもそうだと思いますがそれなりに苦
労したようです。私をはじめ子供達はまだ幼かったのでよく覚えていませ
んが、少なくとも食べ物に不自由した記憶がありません。どうしていたん
でしょうね。（笑）」 
 
 「父（夫）を50歳で亡くしてからは、時々パートで働きながら娘時代に
していた編み物教室に通ったり、和裁の先生に就いたりといろいろな趣味
や旅行を楽しんでましたね。 
 
 そのうち緑内障の診断を受け、目を使う細かいことが難しくなってきて、
90歳過ぎた頃から日常生活にも支障がでるようになりました。この頃から
仕事を退職した私が介護をするようになり、貴船園のデイサービスや
ショートスティを利用するようになりました。 
 貴船園が改装していた時に、母とよく冗談で『こんなに家から近いなん
て母さんの為に出来たみたい』と言っていたのですが…3年前特養にお世話
になることになりました。」 
 
 「特養に入所を決めた時は、心の葛藤がありずいぶん迷った末に、あき
らめにも似た感情で送りだしたこと、今でもどこかで心はざわついていま
す。でも今は職員の皆様の温かく優しい心使いに感謝の気持ちでいっぱい
です。満99歳になりましたが、もともと元気であまり病気をしたことがな
い人なので、これからも平穏な毎日であることを願っています。」 
 
 

 今回は穏やかな表情でいつも私達に微笑みかけて下さる特養入居者の宮
川スミ子さんです。長女の洋子さんが毎日夕食の時間帯に来園され、食事
を楽しみながら親子の時間を大切にされています。 
 洋子さんにお母さんの若い頃から今日までの思い出話を伺いました。 

（特別養護老人ホーム４階介護職員 北村直也） 

「お母さんいつまでも元気でね」 

     桜の前で 
  平成24年深坂公園 

  宮川さんが作った着物 
 平成24年貴船園文化祭 
 に展示していただきました。 

昭和41年頃の宮川さん 

   四姉妹で記念撮影 
 （宮川さんは左から2番目） 
昭和35年赤間神宮（結婚式） 

 1月誕生会にて 



 「今日はボーリングをしましょう！それでは試しに職員の私が転がしてみますね！」元気な掛け声で、
利用者の皆様の視線を浴びながら転がしたボールは…見事にガーター！第２投もガーター！湧き上がる
笑い声…。ある日のショートステイの光景です。皆様の緊張もほぐれたのか、和やかな雰囲気のもと好
記録が次々に生まれました。 
 リハビリ体操や壁面飾り作り、的当てに貼り絵…。ショートステイでは利用者の皆様が充実した時間
を過ごせる様に毎日様々なレクリエーション活動を企画、提供しています。単に身体を動かしていただ
くだけでなく、そこに笑顔や交流の輪が生まれ、一人一人がご自身らしく過ごして頂けるきっかけにな
ればと考え、職員も日々楽しみながら参加させていただいています。 
 皆様より上手くできなくてもご愛嬌という事でお許しください！    （介護職員 田村香南子）                                

野菜の収穫 
 今年の春から貴船園の畑を利用して、きゅうり・茄子・ミニトマト、しそ、ラディッシュ、ピーマン、
ししとう、水菜、春菊、パセリなどたくさんの野菜を栽培しています。 
みんなで畑を耕すことから始まり、水やり、草抜きなど毎日誰かが畑に様子を見に行っています。だん
だんと愛着が湧いてきて、初収穫のときの喜びはひとしおでした。 
 この愛情こめて作った野菜たちを、利用者の皆様のお食事にわずかながら取り入れさせていただきま
した。                               （管理栄養士 原絵利子） 
 

愛情こめて作りました！ 

初収穫！！きゅうり、ラディッ
シュ、ピーマン、水菜、ししと
う、パセリです。 

ボーリング大会 

みんなでリハビリ体操 

 収穫した野菜はメニューに取り入れ「今日の
きゅうりは貴船園産ですよ！」「まぁ、そりゃ
食べんといけんね」「この間畑に散歩に行った
んよ、立派なのが出来ちょるね」と、利用者と
の会話が盛り上がりました。野菜作りを通じて
たくさんの笑顔が見れて嬉しい夏になりました。 



      

「デイサービスでは月に一度、料理教室を行っています。 
 手軽に簡単に美味しく出来る和菓子や洋菓子を皆さんで協力しながら作り、出来上がったお菓子をお
やつの時間にいただいています。 
 6月は「もちもちジャガ餅」というジャガイモと片栗粉を混ぜて作るお団子のお菓子に挑戦しました。
皆さん、エプロンを着けるとやる気に満ちた表情に変わり「何でも持っておいで！私がやっちゃるか
ら」と張り切って参加されます。ジャガイモをつぶし、丸めて団子を作り、砂糖醤油で味付けをします。
お団子に砂糖醤油をかけた瞬間、部屋中に食欲をそそる良い匂い！！皆さんで声を掛け合いながら和気
藹々とした雰囲気の中あっという間に美味しいおやつが出来上がりました。料理教室を終えた後、皆さ
んの口からは「みんなで作ったからおいしいね」「次は何を作るの？」と次回の料理教室を楽しみにさ
れているようです。                  （デイサービス介護職員 谷本 絵理菜） 

ご利用お待ちしております。 

「私にまかせなさい！」 

男性もｴﾌﾟﾛﾝを着けて参加しています。 

ジャガイモを丸める作業です。 

ご利用者の皆様が作った壁画作品です。 



 地域包括ケアシステムとは？ 
 みなさん、国（厚生労働省）が推進している地域包括ケアシステムをご存知ですか？団塊の世代が75
歳以上となる2025年を目処に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人
生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供されるよ
うに地域づくりをしていくことです。 
 地域包括ケアシステムは市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じて
作り上げていきます。 
 わたしたち済生会貴船福祉ケアセンターも地域包括ケアシステムの地域づくりに貢献していきます。 

 

地域包括ケアシステムの姿と貴船園の役割 

看護師が主治医と連携し、ご自 
宅での療養生活を支えます。 

貴船園はショートステイでのお泊りや
デイサービスの通い、特別養護老人
ホームへの入居サービスがあります。 住まい 

  気軽にご相談ください… 

貴船園居宅介護支援事業所 

貴船園のケアマネージャーが 
介護のことや生活で困ってい 
ることなど、ご相談を承ります。 

貴船園のヘルパーがご自宅 
での生活を支援します。 

貴船園デイサービスでは 
介護予防にも取り組んで 
います。 

※地域包括ケアシステムは、
おおむね30分以内に必要
なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中
学校区）を単位として想定
しています。 

     もしも介護が必要になったら… 

          介 護 
  貴船園ショートステイ、デイサービス 
  特別養護老人ホーム貴船園 

  もしも病気になったら… 

      医 療 
貴船園訪問看護ステーション 

  いつまでも元気に暮らすために… 

貴船園ヘルパーステーション 
貴船園デイサービス 

予防・生活支援 



集 編 後 記 

書初め 

貴船園敬老会 

誕生会 

紅葉見学 餅つき 

誕生会 

芋ほり 

演芸会 

文化祭 

演芸会 

誕生会 

防火防災避難訓練 

 11月 9日（月） 

11月27日（金） 

 11月 5日（木） 

 11月18日（水） 

 10月13日（火） 

 10月22日（木） 

10月 6日(火） 

 10月16日（金） 

演芸会 

誕生会 

クリスマス会 

12月11日（金） 

12月25日（金） 

12月 7日（月） 

12月24日（木） 

 9月 4日（金） 

 9月 15日(火） 

 9月 8日（火） 

アルクショッピング 

お屠蘇 

初詣（忌宮神社） 

 1月 2日（土） 

 1月 6日（水） 

 1月 1日（金） 

 1月 4日（月） 

誕生会 

≪年度別≫ ≪事業所別≫  

貸借対照表(H27.3.31現在） （単位；円） 

（単位；円） 事業活動計算書(H26.4.1~H27.3.31) 
   　  勘定科目      金　額        勘定科目     金　額

   人   件   費   支   出 469,840,859    介　護　保　険　入 530,009,726
   経   費   支   出 129,221,993  医　療　保　険　収 入 8,602,710
   減   価   償   却   費 36,415,390    利用者等利用料収入 148,221,310
  そ の 他 事 業 収 入 9,485,738
 事 業 活 動 支 出 計 635,478,242    事 業 活 動 収 入 計 696,319,484

事業活 動 外 支 出 計 7,882,876    事 業 活 動 外 収 入 計 3,257,104
      (う ち 減 免 額) 2,496,159
   繰   入   金   支   出 666,231    繰　入　金　収　入 666,231
 そ の 他 特 別 損 失 99,984    そ の 他 の 特 別 収 入 0
  特   別   支   出   計 766,215    特　別　収　入　計 666,231

 
 支 出 の　合  計 644,127,333    収　入　の　合　計 700,242,819

   当期活動収支差額 56,115,486
   前期繰越収支差額 929,601,667
    次期繰越収支差額 985,717,153

Ｈ25年度 1 8 0 1 0 1 11件

Ｈ26年度 2 2 0 0 0 2 6件

設　備 説明・同意 財　産 その他 計
提供する

サービスの

内容

言葉遣い・

接遇マナー
特　養 短期入所 通所介護 訪問介護 訪問看護 居宅支援 計

Ｈ25年度 4 1 6 0 0 0 11件

Ｈ26年度 0 0 1 1 0 4 6件

   勘 定 科 目      金　額      勘 定 科 目      金　額

 流     動     資     産 513,297,618  流   動   負   債 26,466,006
 固     定     資     産 1,041,643,541  固   定   負   債 542,758,000
  　  (基本財産) 949,550,825  
  　(その他固定資産) 92,092,716  負  債  部  合  計 569,224,006

  次期繰越活動収支差額 985,717,153
(うち当期活動収支差額) 56,115,486

 純資産の部合計 985,717,153
 資   産   の   部  合計 1,554,941,159  負債・ 純資産の部合計 1,554,941,159

                資産の部                   負債の部

皆様から頂いた貴重なご意見を真摯に受け止め、今後のサービス改善に活かしていきます。 

済生会貴船福祉ケアセンター 平成26年度決算状況 

8/7 ホアロハ様 

7/30 折り紙クラブ 

5/15 玉葱収穫 

6/12 貴船園コーラス 

7/3 職員ビアガーデン 

6/10 鯵の寄贈 

6/4 芋植え 

6/5 6月誕生会 

4/24 絃照会様 

8/6 物故者慰霊祭
と法話 

5/20 老人大学様 

7/17 大正琴あかね様 
7/28 ゆめタウン 
ショッピング 

5/28 防火防災避難訓練 

  

 これからもご利用者に安心し
て心穏やかに生活して頂くため
に、サービスの質の向上に努め、
地域に密着した施設を目指しま
す。貴船福祉ケアセンター広報委員会 


